
土壌
病原菌

作物を植える前の土壌中の微生物は、
大半が作物を宿主としない非病原性微生
物で占められています。

ところが、作物を植えることで、作物を宿
主とする土壌病原菌が増殖し始めます。

そして、作物の生育にともない、土壌中で
マイナーな存在であった土壌病原菌が、急
激に増殖します。

クロルピクリン等による土壌消毒は
なぜ必要なのでしょうか？

⇒非病原性微生物
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土壌病害は、土壌病原菌が作物の生育
にとって無視できない密度まで増殖すること
で、発現します。
連作等によって土壌病原菌が高密度で
存在する圃場に作物を植えると、作物は正
常な生育ができず、収量や品質に甚大な
影響を与えることになります。

クロルピクリンを処理し、土壌中の微生物
の密度を低下させることで、土壌病原菌に
よる作物への被害を防止することができます。

クロルピクリンを処理
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現状では、クロルピクリン等による土壌消毒は、土壌病原菌が作物の生育に
とって無視できない密度まで増殖した際に、土壌病原菌の密度を問題がない程
度まで減少させる、最も有効な手段と考えられています。

ただ、クロルピクリンは土壌消毒期間中
に徐々に減衰していくため、苗を定植する
時期には土壌中に有効成分はほとんど
残っていません。この時期に、苗から病原菌
が持ち込まれると、土壌病害の発生は抑えられなくなります。
また、病原菌が付着している作物残さが残っていたり、消毒後に汚染された土
壌等が農機具や長靴に付着して持ち込まれたりすると、土壌病害の拡大につな
がります。
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クロルピクリン等、土壌消毒に関するQ＆A （その1）

Q）土壌消毒は、どのくらいの頻度で行えばよいのか？
A）土壌病害の発生の程度によります。病原菌の種類や密度によって、必要となる土壌消毒
の使用頻度も変わってきます。病害の発生がほとんど見られなければ数年に1回でよい場合も
ありますが、連作をするなどして毎年（あるいは毎作期）土壌病害の発生が予想される場合
には、毎年（あるいは毎作期ごと）の土壌消毒が必要と考えられます。

Q）土壌消毒は、作物の生育を助ける、いわゆる「善玉菌」まで殺してしまうので、やらない方
がよいのではないか？
Ａ）クロルピクリン等による土壌消毒は、作物に病原性を示す土壌微生物（土壌病原菌）
から作物の生育を防御するために実施しますが、病原性のある微生物のみを選択的に防除す
ることは、できないのが現状です。ただし、土壌病原菌を防除しないと、作物の品質や収量に
重大な悪影響が出てしまう可能性があることも事実です。その意味で土壌消毒は、ペニシリン
のような抗生物質による人間の病気の治療と近い考え方かもしれません。
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クロルピクリン等、土壌消毒に関するQ＆A （その2）

Q）土壌消毒、特にクロルピクリン等のくん蒸剤は、土壌微生物を皆殺しにするのか？
A）クロルピクリン等を使って土壌消毒をしても、生き残る菌は一定以上存在し、土中から有
効成分が消失すると、すぐに増え始めます。

Q）土壌消毒後に病原菌も増え始めるのか？
A）作物を植え付ける前は、土壌中の有機物を栄養源とする非病原性の微生物が増えてい
きます。作物を植え付けることで、病原菌は増殖を始めます。

Q）土壌中の微生物のバランスが崩れてしまうのではないか？
A）土壌病害が必要な圃場では、土壌病原菌が「無視できない密度」で存在していることから、
健全な微生物群構成と比較して「バランスが崩れた」状態であると言えます。土壌消毒を行う
ことで微生物全体の密度は低下しますが、作物の生育にとって障害の少ない状態に「リセット」
されると考えています。
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クロルピクリン等、土壌消毒に関するQ＆A （その3）

Q）クロルピクリンを使用することで、逆に病気がひどくなることはないか？
A）クロルピクリンで土壌消毒をすると、土壌中の病原菌だけでなく、それと拮抗していた微生
物の密度も下がってしまいます。作物の植付が可能な時点では有効成分もほとんど存在しな
いため、この時期に外部から病原菌が入ると、病気がひどくなってしまう可能性は否定できませ
ん。したがって、病原菌に汚染された苗（罹病苗）や土壌の持ち込みをしないよう、注意が必
要です。

Q）クロルピクリンが効かないことがあるのは、なぜか？
A）可能性が高いのは、①消毒後に病原菌が持ち込まれた場合②土壌中の病原菌の密度
に比して消毒頻度が少ない場合③処理方法が不適切な場合、の3つです。罹病苗や農機
具、長靴などに付着した汚染土壌を持ち込んでいないか？適切な頻度で土壌消毒を行って
いるか？消毒前に残渣や土塊は取り除いたか？処理時の土壌水分や消毒期間は適切だっ
たか？適切に被覆をしたか？などをチェックしてみて下さい。
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